
 

 

 

 

 

 

                  

 

★ 会長の時間 ： 松田 福美会長  

皆さん、こんにちは。 

本日もお忙しい中、例会にご出席いただき、ありがとうございます。 

今年度が始まり、今日で 3 回目の例会となりました。 

皆さん、スマイルカフェコーナーはいかがでしょうか。素敵ですよね。 

コーヒー、紅茶、そしてお味噌汁まで用意されています。 

これは、クラブ管理運営委員長の紀室綾子委員長をはじめ、委員の皆さん 

がいろいろと工夫し、実践してくださっているおかげです。 

クラブ管理運営委員会では、「会員満足度の向上」を目標に掲げ、「参加し 

て良かった」「また来たい」と感じていただける例会運営を目指しています。 

くいしんぼう募金も含め、皆さんのご協力をよろしくお願いいたします。 

さて、本日の会長の時間は、この一週間で私に起こった出来事をお話ししたいと思います。 

7 月 10 日の東海新報に、「大船渡西ロータリークラブ第 58 代会長に松田福美さんが就任」という記事とと

もに、私の顔写真が大きく掲載されました。 

ご覧になった方はいらっしゃいますでしょうか。 

私は新聞を開いた瞬間、「えー！こんなに大きく載ったの！恥ずかしい！」というのが正直な気持ちでした。 

もし松田聖子さんや米倉涼子さんに似ていたら、「もっと大きく載せてください」と思ったかもしれません 

が、私は真逆でした。ところが、その日から私の周りで小さな変化が起こり始めました。 

新聞が掲載された日の午前中、近所の親戚の家へいただき物のおすそ分けを持って行くと、おばさんから、 

「福美ちゃん、これから忙しくなるね。」と声を掛けられました。私は最初、「サンリアに支店を出したこ 

とを言っているのかな」と思いました。 

ところが、よく話を聞いてみると、新聞を見てロータリークラブの会長になったことを知っての言葉だっ 

たのです。その後も、お客様や親戚、友人、兄弟から、「新聞見たよ。」「会長になったんだね。」 

「頑張ってね。」と次々に声を掛けていただきました。 

さらに、疎遠となっていた盛岡に住む高校時代の同級生からも、「新聞見たよ。おめでとう。」と LINE が

届きました。 

聞けば、北上に住むお兄さんが新聞を見て教えてくれたそうです。 

新聞一枚のおかげで、久しぶりの友人とも連絡を取り合うことができ、人とのつながりのありがたさを改 

めて感じた一週間でした。 

そして、もう一つ大きな気付きがありました。 

東海新報さんのおかげで、私は一人の松田福美としてではなく、「大船渡西ロータリークラブの会長」とし

て見られていることに気が付いたのです。 

・・・ 例 会 記 録 ・・・ 

              ７月第３週例会 ２０２６年７月１６日（木）  

ソ ン グ：それでこそロータリー    

ボックス ：13,000円 本日出席率 ：50％ 前回修正後 85.71％（ﾒ―ｸｱｯﾌﾟ５名(報告者三田地大悟会員） 
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それは、私自身が評価されたということではありません。 

58 年という歴史を築いてこられた先輩方、そして今ここにいらっしゃる会員の皆さんが積み重ねてこられ

た信頼があるからこそ、その看板を背負わせていただいているのだと感じました。 

この一週間で、ロータリーの看板の重みと責任を改めて実感しました。 

その看板に恥じることのないよう、身の引き締まる思いで一年間務めてまいります。 

皆さんのご指導、ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。  ご清聴ありがとうございました。 

 

            ◆◆◆   幹事報告  ◆◆◆ 

 

１ 大船渡市防犯協会連合会より 第２９回「防犯ミニ作文コンクール」の後援依頼が届いています。    

 

 ２ ガバナー事務所より 日韓親善会議の案内が届いています。 

   開催日時 １０月２６日(月)１３時～２１時   会  場 神戸ポートピアホテル 

   会  費 ３５，０００円   締め切り ９月２４日  不参加も報告の事 

 

 ◆◆◆   委員会報告  ◆◆◆ 

 

★ 菅野奉仕プロジェクト委員長 

   本日の草刈り作業は、今後の天気の状況を見て判断させて頂きます。 （雨がやんだため実施） 

 

          ◆◆◆   本日のプログラム  ◆◆◆ 

           クラブ協議会：各委員長挨拶   

 

★ 紀室クラブ管理運営委員長 

この度、クラブ管理運営委員長を拝命いたしました紀室です。 

本年度から組織体制も新しくなり、私自身まだ手探りではありますが、諸先輩方の   

力をお借りしながら、一年間務めさせていただきたいと思っております。 

クラブ管理運営委員会は、例会や親睦事業を円滑に運営することはもちろんです 

が、私はそれ以上に「人が集まりたくなる空気をつくること」が私たちの役割だと考 

えています。 

松田会長は、「優しく、温かく、笑顔のある、みんなでつくるロータリー」を目指した 

いとお話しされました。私は、その会長の思いを形にすることが、クラブ管理運営 

委員会の使命だと思っています。 

ロータリーは奉仕の団体ですが、まずクラブの中に笑顔があり、仲間との会話があり、「また来たい」と思える温かな雰 

囲気があってこそ、その笑顔や温かさは、やがて地域の皆様への奉仕にもつながっていくのではないでしょうか。 

その第一歩として、例会で「スマイルカフェ」を始めさせていただきました。予想を超える温かいご協力をいただき、心 

より感謝申し上げます。金額ももちろん嬉しいのですが、それ以上に、この取り組みに賛同し支えてくださる仲間がい 

ることを、とても誇りに感じています。今後は、その収支報告も兼ねて「スマイルカフェ通信」を毎月発行し、皆様と一 

緒にこの活動を育てていきたいと思います。お願いですが、ご家庭に「飲みきれないな」「使いきれずに残ってるな」 

というものがございましたら、ぜひスマイルカフェへお寄せいただければ幸いです。 

今年は納涼例会や家族交流なども、単なる行事ではなく、「ロータリーに入って良かった」と改めて感じていただける 

ような時間にしていきたいと思っています。 

家族新年会へのご家族の参加が減少し、交流の機会も少なくなっております。そこで、まずは奥様方同士が気軽に 

交流できる機会をつくり、もう一度ご家族とのつながりの輪を広げていきたいと考えています。 



すでに数名の奥様方からも温かいご賛同をいただいておりますので、詳細が決まりましたら改めてご案内いたしま

す。現在、多くのクラブで会員減少や高齢化が課題となっています。しかし私は、「楽しく、居心地の良いクラブ」であ

ることこそが、最大の会員増強につながると信じています。大きなことはできないかもしれません。しかし、大船渡西ロ

ータリークラブらしく、明るく、温かく、少しユーモアがあり、人とのつながりを大切にするクラブを、皆様と一緒につく

ってまいりたいと思います。                                                      

「人が集まりたくなる空気をつくる。」                                                  

この言葉を一年間のテーマとして、三田地副委員長をはじめ委員の皆さんと力を合わせて取り組んでまいります。 

一年間、どうぞよろしくお願いいたします。 

★ 今野会員増強委員長 

小委員会として、会員増強・会員選考・職業分類・R 情報 

委員会メンバーとして ◎今野義也 ○齊藤俊明 濱守豊秋 船砥俊昭 

藤原太伸 谷地 保 

活動目標として 

① 組織全体・会員全員で会員増強活動を行うシステムの構築 

② 会員の増強（目標 10 名）女性会員の増強（内 5 名） 

③ 候補者・新入会員に対しロータリー会員の特典や責務に関する情報提

供 

④ 全会員に対して国際ロータリーの運営動向についての情報提供 

 

実 践として 

①会員増強に関する定期的な会議集会（実行委員会） 

②情報収集とりまとめ・リスト作成・増強活動計画管理 

③訪問方法・訪問者の選定 

④入会候補者への資料作成 

⑤実働訪問・ＲＣ活動の説明 

⑥継続的なアプローチ 

⑦候補者の入会に際する選考・職業分類 

⑧新入会員セミナーの開催 

⑨例会アワー等でのＲＩ情報の提供   以上の内容になります。１年間宜しくお願いします。 

 

★ 山口公共イメージ委員長 

              本年度、公共イメージ委員長を務めます山口徹です。 

メンバーは私、志田成樹会員、志田豊繁会員、藤澤和也会員の少数精鋭の 

4 名。そして事務局の和賀さんにも協力頂きながら活動してまいります。

小委員会として広報・雑誌、クラブ会報です。特に広報の部分に重点を置

きたいと思います。 

目標は、広く人々にロータリーがどのような団体であるか、地域や世界の 

問題解決のためにどのように協力しているか、またロータリーの活動がど 

のように地域社会に変化をもたらしているか知ってもらうことです。 

 

実践として 

① ホームページ、※SNS 等を使ってロータリクラブの活動を知ってもらう。（SNS の中で地区推奨の

Facebookを活用する予定です） 



② 東海新報にロータリーの活動を記事にしてもらい市民の方々に広く紹介する。 

③ 情報誌「ロータリーの友」を地域の公共機関等に配布し、ロータリー活動の理解を深めてもらう。 

④「ロータリーの友」を有効活用し、会員相互の資質向上に努める。 

⑤ 地区が開催する公共イメージ向上委員会のセミナーに参加し勉強する。 

（※SNS（Social Networking Service）の略で、インターネット上でユーザー同士が情報を発信・共有

し、交流しながら人間関係やコミュニティ（社会的ネットワーク）を築くためのサービスの事。代表例

として、「X（旧 Twitter）」、「Instagram」、「Facebook」,「LINE」,「TikTok」などがあり、個人の交流だ

けでなく企業の情報発信やマーケティングにも広く使われています。） 

新しい委員会なので試行錯誤しながら活動してまいります、１年間よろしくお願いします。 

 

★ 水野ロータリー財団委員長 

今年度、ロータリー財団委員長を務めます水野です。 

ロータリー財団委員長を務めるのは初めてですので、少々戸惑っておりま 

すが、委員長として精一杯務めて参ります。 

 

               ロータリー財団への理解を深め、会員の寄付意識の向上を図り、財団への 

寄付協力を呼びかけます。 

また、例会時及び産業まつり等のイベントに参加し「ポリオ撲滅あと少

し」を合言葉に募金活動を実施しますので、よろしくご協力をお願いいた

します。 

 

 

★ 菅野奉仕プロジェクト委員長 

奉仕プロジェクト委員会は定款改定に伴い、今年度から新しく創設された 

委員会です。そのため今年度はある意味実験的というか手探りで進めるこ 

とが多かろうと思います。      

そもそも何をする委員会か？ということですが、マイロータリーのラーニ 

ングセンターというところにクラブ奉仕プロジェクト委員会の基本とい 

う項目ありますので、それによると「地元地域や海外の地域の緊要なニー 

ズを調べ、これに取り組むために、奉仕プロジェクトを立案・実行します」 

とあります。とすれば既に西クラブは多くのプロジェクトを実行しており

ます。具体的には活動計画書に活動予定として記載しておりますが、現在 

まで旧５大奉仕委員会のクラブ奉仕を除いた４つの委員会が担当していた行事（プロジェクト）を引き継 

ぐ形となります。また、前年度の加藤パストガバナーからは、あらゆる奉仕活動を推進する委員会との解 

説をいただいておりますので、既存の活動に限らず、地元地域・海外に向けてのプロジェクトを関連する 

他の委員会とも連携して進めていくということになります。 

松田年度では三つの重点目標として、ポリオ撲滅への取り組み、山林火災復興支援事業、を掲げておりま 

すので、まずはその点を優先的に取り組んでいきたいと思います。 

そしてこれは課題の話ですが、委員会の体制については手探りな状態で、昨年度までと同じように小委員

会制になって委員として各会員を振り分けていますが、今年度やってみたうえで、適当な形を徐々に作っ

ていければと思います。この一年間皆様どうぞよろしくお願い申し上げます。 


